
士幌高原道路問題に関連する報告

美ケ原台上車道建設構想についての報告

樹英岡下
しもおか ・ひでき
1962年長野県生まれ
長野県松本美須々ケ丘高校
教諭
美ケ原の自然と風土を考え
る会事務局長

開
発
優
先
の
時
代

一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に
、
霧
ケ
峰

・

美
ケ
原

で
の
道
路
建
設
に
反
対
し
、
自
然
保
護
運
動
が
盛

り
上
が

っ
た
。
車
道
建
設
反
対
運
動
は
全
国
的
な
規
模
に

発
展
し
、
尾
瀬
に
お
け
る
車
道
建
設
反
対
運
動
と
並
び
、

日
本
に
お
け
る
自
然
保
護
運
動
の
出
発
点
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

全
国
的
な
運
動

の
結
果
、
美
ケ
原

の
頂
上
部
に
は
歩
道

が
位
置
づ
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
車
道
建
設
構
想

は
く
す
ぶ
り
続
け
、

一
九
九

一
年
か
ら
は
実

に
四
回
目
の

車
道
建
設

に
向
け
た
動
き
が
始
ま

っ
て
い
る
。

経
緯
を
含
あ
、
現
在
の
車
道
建
設
構
想
と
問
題
点
を

レ

ポ
ー
ト
す
る
。

一
、
八
ケ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園

美
ケ
原
が
属
し
て
い
る
八
ケ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
の

申
請
、
指
定
、
公
園
計
画
の

一
部
変
更
な
ど
、
現
在
ま
で

の
経
過
は
資
料
の
通
り
で
あ
る
。

「八
ケ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
」
の
公
園
計
画
を
保
護

・

利
用
の
両
側
面
か
ら
見
る
と
、
高
標
高
地

・
湿
原

・
山
稜

部
な
ど
は
特
別
保
護
地
区
と
第

一
種
特
別
地
域
に
指
定
し

て
厳
正
な
保
護
を
図
り
、

一
方
で
は
観
光
地
や
施
設
を
適

宜
配
置
し
、
そ
れ
ら
を
観
光
車
道
で
繋
ぎ
、
さ
ら
な
る
利

用
を
図
る
と
い
う
基
本
的
構
図
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
両
面

の
施
策
は
根
本
的

に
矛
盾
し
た
も
の
で
あ
る
。

美
ケ
原
頂
上
部
は
第

一
種
特
別
地
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

開
発
行
為
な
ど
に
は
厳
し
い
規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
土
地
改
変
等
の
申
請

・
許
認
可
数
は
他
の
地
域

と
比
し
て
群
を
抜

い
て
い
る
。

一
部
で
植
生
回
復
を
見
た

裸
地
も
見
ら
れ
る
が
、

一
方

で
代
替
と
し
て
牧
場
に
供
さ

れ
た
場
所
や
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に
と
も
な
う
裸
地
化
の
進

行
も
見
ら
れ
る
。

「
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
」
は
当
初
、

こ
の
地
方
に
お
け
る

観
光
開
発
の
基
幹
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

「八

ケ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
」
の
公
園
計
画
の
中
で
も
車
道

・ ・ …1言3蕊'
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県自然保謹の会など反対陳個
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県企桀局、台上ルー ト修正で4案

を発表
全国自然保設連合総会で反対決議
県自然保獲審臓会、和田回りルー
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県自然保護連盟結成
和田峠一扉峠間開通
小沢環境庁長官が爽ケ原視察
国の自然環境保全審織会が台上整
備など条件付きで和田ルー ト承認
砥境励 《和田ルー ト正式認可
県自然理境保全冨厳会が萸ケ原台
上の公園計画の変更峯答甲、台上
の遊歩道化決定
和田ルート完成、開通
県会、松本市英ケ原台上問題対策
協の車道化陳偲採択
県会、松太市なと4市 町村の台上

道路の田遵化陳贋を採択
県会でC地 元而町村合恵のルート
集がまとまった段階で、環境庁の
意見を聴く機会を設ける」と県が
表明
松本市が 関係3町 村に非公式に
3ル ート案提示・
松本市観光開発審議会が台上道路
建設推巡の答串案を了承

信毎)(1992年8月24日

と
し
て
計
画
さ
れ
て

い
た
が
、
地
域
住
民

を
中
心
と
し
た
自
然

保
護
運
動
に
よ
り
美

ケ
原
頂
上
部
に
計
画

さ
れ
て
い
た
車
道
は

歩
道

へ
と
計
画
変
更

さ
れ
た
。
経
緯
に
つ

い
て
は
三
で
詳
述
す

る
。

一
一、
美
ケ
原
の
概
要

美
ケ
原
高
原
は
標

高
二
〇
〇
〇

m
の
高

さ
に
広
が
る
約
六
㎞
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の
台
地
状

の
草
原
で
あ
る
。
美
ケ
原
頂
上
部
が

「台
上
」

と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
ま
ず
、
自
然

の
観
点
か
ら
美

ケ
原
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

中
部
地
方

で
の
森
林
限
界
は
約
二
五
〇
〇

m
で
あ
り
、

美
ケ
原
は
本
来
森
林
が
形
成
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
現

在
は
草
原
と
な

っ
て
い
る
。
美
ケ
原
の
草
原

は
次

の
三
タ

イ
プ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
自
然
草
原

南
西
斜
面
な
ど
、
風
が
強
く
吹
き
付
け
る
場
所

(風
衝

地
)
に
形
成
さ
れ
る
草
原
で
あ
る
。
乾
燥
、
冬
期
の
厳
し

い
寒
さ
、
凍
結
融
解
に
よ
る
土
地
の
撹
乱
な
ど
、
環
境
が

厳
し
く
高
山
性
の
動
植
物
が
生
育
す
る
、
美

ケ
原
で
は
最

も
重
要
な
草
原
で
あ
る
。

②
半
自
然
草
原

採
草
と
草
原
維
持

の
た
め
の
火
入
れ
な
ど

の
人
為
が
加

わ
り
、
在
来
の
植
物

で
形
成
さ
れ
た
草
原
で
あ
る
。

ヤ
ナ

ギ
ラ
ン
や

マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
な
ど
の
お
花
畑
と

な
る
、
美
ケ

原
の
景
観
を
形
成
し
て
き
た
重
要
な
草
原
で
あ
る
。

③
人
工
草
原

現
在
の
牧
場
域
の
草
原
で
あ
る
。
外
国
産

の
イ
ネ
科
植

物
を
播
種
す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
。

本
来
、
美
ケ

原
に
は
存
在
し
な
か

っ
た
草
原
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
草
原
の
う
ち
①
自
然
草
原
を
形
成
し
て
い
る

の
は
氷
河
時
代
の
遺
存
植
物

で
あ
り
、
絶
滅
危
惧
種

・
危

急
種
、
稀
産
種
な
ど
学
術
的
に
非
常
に
重
要
な
植
物
を
含

ん
で
い
る
。

地
域

の
自
然
の
豊
か
さ
を
示
す
指
標
の

一
つ
に
、
生
態

ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
頂
点
に
位
置
す
る
猛
禽
類
の
存
在
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
美
ケ
原
台
上
に
は
種
数
、
個
体
数
ど
ち
ら
の

面
か
ら
見

て
も
多
数
の
猛
禽
類
が
生
育
し
て
お
り
、

「自

然
は
豊
か
」
と
言
え
る
。

次
に
景
観
に

つ
い
て
で
あ
る
。
②
半
自
然
草
原
に
よ
り

形
成
さ
れ
る
お
花
畑
が
、
美
ケ
原
を

「美

ケ
原
」

(江
戸

期
か
ら
の
呼
称
)
と
呼
ば
せ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
広

大
な
お
花
畑
と
同
時

に
二
〇
〇
〇

m
に
お
け
る
こ
の
広
さ

は
、
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
南
北

ア
ル
プ
ス
や

八
ケ
岳
が

一
望

で
き
る
大

パ
ノ
ラ
マ
は
、
深
田
久
弥
の

「
日
本
百
名
山
」
に
数
え
ら
れ
、
尾
崎
喜
八
は

「
美
ケ
原

溶
岩
台
地
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
称
え
て
い
る
。

登
り

つ
い
て
不
意
に
ひ
ら
け
た
眼
前
の
風
景
に

し
ば
ら
く
は
世
界
の
天
井
が
抜
け
た
か
と
思
ふ

や
が
て

一
歩
を
踏
み
こ
ん
で
岩
に
ま
た
が
り
な
が
ら

此
の
高
さ
に
お
け
る
此
の
広
が
り
の
把
握
に
尚
も
く
る

し
む
無
制
限
な
、
お
ほ
ど
か
な
、
荒

っ
ぽ
く
て
、
新
鮮
な

此
の
風
景
の
情
緒
は
た
だ
身
に
し
み
る
や
う
に
本
原
的

で尋
常
の
尺
度
に
は
ま
る
で
桁
が
外
れ
て
い
る

三
、
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
建
設
と
反
対
運
動

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
は
南
北
の
観
光
地
を
結
び
、
過
疎
と

貧
困
に
苦
し
む
地
域
に
バ
ラ
色
の
未
来
を
も
た
ら
す
も
の

と
い
う
の
が
当
初
の
謳
い
文
句
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
八
島
湿
原
と
旧
御
射
山
遺
跡
を
通
過
す
る
段

階
に
な

っ
て

(
一
九
六
八
年
)
、
か
ね

て
よ
り
こ
の
計
画

に
疑
問
を
抱

い
て
い
た
地
元
住
民
よ
り
反
対

の
声
が
上
が

り
、
計
画
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
も
の
の

ル
ー
ト
変
更
を
さ
せ
る
な
ど
当
時
と
し
て
は
大
き
な
成
果

を
あ
げ
た

(新
田
次
郎
著

『
霧
の
子
孫
た
ち

」
に
詳
し
い

の
で
ご

一
読
い
た
だ
き
た
い
)。
開
発
優
先
の
時
代

に
こ

れ
に
反
対
し
た
こ
と
、
住
民
運
動
と
し
て
盛
り
上
が
っ
た

こ
と
が
非
常
に
大
き
な
成
果
で
あ

っ
た
が
、
霧
ケ
峰
高
原

を
通
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
に
二
次
開
発
を
も
た

ら
し
た
。

そ
の
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
の
延
長

(美
ケ
原
線
建
設
)
に

対
し
て
は
最
初
か
ら
反
対
運
動
が
活
発

で
あ

っ
た
。

「
第

二
の
霧
ケ
峰
に
す
る
な
、
ふ
る
さ
と
の
山
を
守
れ
!
」
を

合
言
葉
に
地
元
を
中
心
に
し
て
全
県
規
模

へ
、
や
が
て
は

全
国
的
な
反
対
運
動

へ
と
発
展
し
た
。
当
時
、
公
害
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
中
で
環
境
庁
が
発
足
し
、
実

質
的
に
は
初
代
環
境
庁
長
官
と
な

っ
た
大
石
武

一
氏
が
美

ケ
原
を
視
察
し
て
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
延
長
に
ス
ト

ッ
プ
を

か
け
た
。
そ
の
後
長
官
も
替
わ
り
、
環
境
庁
も
し
だ
い
に

変
質
し
、
最
終
的
に
は
雨
中
視
界
が
き
か
な
い
中

で
の
小

沢
長
官
の
視
察
を
経
て
、
和
田
ま
わ
り
ル
ー
ト
に
変
更
し

な
が
ら
も
建
設
が
認
め
ら
れ
た
。
ル
ー
ト
変
更
に
よ
り
、

台
上

の
車
道
通
過
を
免
れ
た
も
の
の
、
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

は

つ
い
に
美
ケ
原
の
東
端
に
ま
で
達
し
た
。
第
二
次
ビ
ー

ナ
ス
闘
争
と
も
言
え
る
美
ケ
原
線
建
設
反
対
運
動
は
、
次

の
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

①
従
来
の
学
者
中
心
の
運
動
か
ら
住
民
運
動

へ
運
動
形
態

が
転
化
し
た

②
山
岳
観
光
道
路
を
許
さ
な
い
社
会
的
規
制
を
生
じ
た

③
尾
瀬
の
運
動
と
と
も
に
、
自
然
保
護
運
動
の
原
型
と
な
っ

た
④
長
野
県
に
お
け
る
自
然
保
護
全
県
セ
ン
タ
ー

「自
然
保

護
連
盟
」
を
生
ん
だ
。

⑤
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
の
ル
ー
ト
変
更
に
と
も
な
い
、
美
ケ

原
台
上
に
は
歩
道
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

一
般
車
両
の
通

行
が
禁
止
さ
れ
た
。

四
、
そ
の
後
の
台
上
車
道
建
設
を
め
ぐ
る
動
き

美
ケ
原
台
上
に
は
歩
道
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

一
九
八

一

年
に
は
ル
ー
ト
変
更
さ
れ
た
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
が
全
線
開

通
し
、
車
道
建
設
問
題
は

一
段
落
し
た
か
に
見
え
た
。
し

か
し
、
松
本
市
を
中
心
に
台
上
車
道
建
設
の
動
き
は
く
す
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ぶ
り
続
け
、
少
し
ず

つ
表
面
化
し
て
く
る
。

一
九
八
三
年
に
は
松
本
市
美
ケ
原
台
上
問
題
対
策
協
の

車
道
化
陳
情
を
、
八
十
六
年

に
は
松
本

・
丸
子

・
武
石

・

和
田
の
関
係
四
市
町
村
に
よ
る
台
上
道
路
の
車
道
化
陳
情

を
県
会
が
採
択
し
て
い
る
。

一
九
九

一
年
に
は
県
会
で

「地
元
市
町
村

の
合
意
ル
ー

ト
案
が
ま
と
ま

っ
た
段
階
で
、事
務

レ
ベ
ル
で
研
究
会
を

設
置
す
る
」

こ
と
を
県
が
表
明
し
、
以
来
現
在

に
つ
な
が

る
四
度
目
の
動
き
が
浮
上
し
た
。

県
の
姿
勢
表
明
を
受
け
て
、
松
本
市
は
関
係
四
市
町
村

で
つ
く
る

「美
ケ
原
地
域
行
政
組
合
」
の
三
町
村
に
対
し

て
ル
ー
ト
案
を
提
示
し
、
助
役
級
会
議
で
車
道
化
構
想
を

話
し
合
う
な
ど
、
地
元
の
合
意
形
成
の
た
め
に
動
き
始
あ

る
。松
本
市
観
光
開
発
審
議
会
も
台
上
車
道
建
設
促
進
の
答

申
を
九
十
二
年
九
月
に
行

っ
た
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
車

道
建
設
推
進
の
論
拠
は
次

の
五
点

で
あ
る
。

①
公
園
の
利
用
促
進

②
保
護
管
理

・
安
全
利
用

③
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
の
利
用
促
進

④
広
域
観
光

・
地
域
活
性
化

⑤
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進

国
定
公
園
で
あ
る
た
め
に
直
接
の
管
理
者
は
長
野
県
に

な
る
が
、
県
は

「今
の
と
こ
ろ
状
況
に
変
化
は
な
く
車
道

化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
県
会
で

地
元
A口
意
案
が
で
き
れ
ば

「研
究
会
設
置
」

の
姿
勢
を
明

示
し
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

そ
の
後
も
新
聞
紙
上

で
台
上
車
道
建
設
を
あ
ぐ
り
、
賛

否
両
論
の
立
場
か
ら
論
争
が
行
わ
れ
て
い
る
。
主
な
論
点

に

つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
。

①
建
設
推
進
の
立
場
か
ら

・
台
上
を
訪
れ
る
人
は
車
道
を
切
望
し
て
い
る

.
車
道
を
建
設
し
、
車
道
以
外
を
踏
み
入
れ
禁
止
に
す

れ
ば
、
草
原
の
荒
廃
と
高
山
植
物
の
盗
掘
は
防
止
さ
れ
る

・
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
は
解
消
で
き
る

・
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
の
開
設
目
的
か
ら
車
道
化
す
る
の

が
時
宜
に
か
な

っ
て
い
る

②
建
設
反
対
の
立
場
か
ら

.
現
況
は
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に
な

っ
て
お
り
、
多
数
の

入
り
込
み
に
よ

っ
て
裸
地
を
生
じ
て
い
る

.
長
野
県
は
台
上

の

一
般
車
両
通
行
を
禁
止
し
、
植
生

回
復
を
早
急
に
は
か
る
こ
と
を

「美
ケ
原
台
上
保
護
利
用

計
画
」
で
明
示
し
て
い
る

.
車
道
建
設
は
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
、
裸
地
化
、
盗
掘
を

進
め
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
解
決
策
に
は
な
り
え
な
い

.
車
道
以
外
を
踏
み
入
れ
禁
止
に
す
る
の
は
探
訪
の
本

旨
か
ら
外
れ
る

・
台
上
に
は
過
去

の
全
国
的
な
自
然
保
護
運
動
で
歩
道

が
位
置
づ
け
ら
れ
た

.
車
利
用
と
開
発

の
制
限
が
世
論
の
流
れ
で
あ
る

五
、
報
道
等
に
見
る
予
想
さ
れ
る
車
道
化
案

(ト
ン
ネ
ル

計
画
を
含
む
)

行
政
サ
イ
ド
か
ら
は
旦
ハ体
的
な
計
画
案
は
明
示
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
の
内
容
と
台
上
の
ホ

テ
ル
の
経
営
者
で
あ
る
山
本
峻
秀
氏
の
著
書

『
美
ケ
原
賛

歌

』
か
ら
そ
の
構
想
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
予
想

さ
れ
る
ル
ー
ト
案
は
次
の
三

つ
で
あ
る
。

①
管
理
道
路

の
車
道
化
案

現
在
台
上
に
は
牧
場
管
理
用
の
道
路

(来
訪
者
は
歩
道

と
し
て
利
用
し
て
い
る
)
が
あ
る
が
、
牧
場
等
の
管
理
以

外
の

一
般
車
両
の
通
行
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
を
拡
幅
、

舗
装
し
て
車
道
に
し
よ
う
と
す
る
構
想

で
あ
る
。
車
道
建

設
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
は

「新
た
な
車
道
建
設
を
行

な
わ
な
く
て
も
…
立
派
な
車
道
に
な
る
」
と
し
て
い
る
。

②
北
回
り
ル
ー
ト
案

台
上

の
北
端
に
車
道
を
新
設
し
よ
う
と
す
る
構
想
で
あ

る
。

こ
れ
は
、
以
前
の
車
道
計
画
の
中
で
、
様
々
な
問
題

か
ら
廃
案
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
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⑧
ト
ン
ネ
ル
案

マ
ス
コ
ミ
報
道
も
さ
れ
て
い
る
が
、

『
美
ケ
原
賛
歌

』

に
は

「
台
上
を
掘
削
し
て
円
形
の
鋼
鉄
板
に
よ
る
ト
ン
ネ

ル
」
を
作
り
、

「
そ
の
上
は
以
前
の
草
原

に
復
元
す
る
。

自
然
を
守
り
な
が
ら
冬
期
に
役
立

つ
」
「
排
土

で

(
ト
ン

ネ
ル
の
)
両
側
に
大
駐
車
場
を
建
設
す
る
」

「
車
は
土
の

下
を
通

っ
て
自
然
破
壊
を
ま
ぬ
が
れ
る
。
地
下
が
不
可
能

な
ら
半
地
下
で
も
」
と
い
う
構
想
が
見
ら
れ
る
。
な
お
同

書

の
中
に
は
、
美
ケ
原
で
最
も
自
然
度
が
高
く
て
重
要
だ

と
言
わ
れ
る
南
西
斜
面
に
、
ケ
ー
ブ
ル
を
架
け
る
と
い
う

構
想
も
見
ら
れ
る
。

武石村

白
樺
平

美ケ原 ＼ト
謹

N
①

件伏山

【山伏

.

鹿
合
場灘禦

匙

山杢小屋

人
ッ

k
要

和田村

和

田
村

7
村
営
駐
車
場

美
し
の
塔

台上灘王ケ鼻

王ケ頭

松本市

92.9.9.)(市 民 タイムス

六
、
現
状
で
の
問
題
点

美
ケ
原
の
現
状
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
。

ま
ず
、
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
開
通
に
よ
る
景
観

・
自
然
破

壊
や
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
な
ど
の
直
接
的
影
響
で
あ
る
。

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
に
限
ら
ず
、
山
岳
道
路
は
景
観
を
破

壊
す
る
。
霧
ケ
峰
を
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
が
通
過
し
た
と
き

に
、

「霧
ケ
峰
に
毒
蛇
が
ま
い
た
」
「
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ

ン

で
は
な
く
美
な
し
ラ
イ
ン
」
と
椰
楡
さ
れ
た
が
、
美
ケ
原

も
同
様

で
あ
る
。

ル
ー
ト
変
更
に
よ
り
頂
上
部
こ
そ
通
過

し
な
か

っ
た
が
、
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
が
通
過
し
た
東
側
山

腹
は

「自
然

に
配
慮
し
た
自
然
石

の
石
積
み
」
を
し
た
と

設
置
者
は
言
う
が
、
無
残
な
姿
を
さ
ら
し
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
車
道
建
設
は
直
接
的
な
自
然
破

壊
を
も
た
ら
す
。
霧
ケ
峰
に
お
い
て
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
開

設
に
よ
り
、
半
数
を
越
え
る
種
類
の
蝶
が
減
少

・
絶
滅
し

た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
美
ケ
原
に
お
い
て
も
同
様
の
事

象
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、

大
幅
な
土
地
改
変
が
行
わ
れ
た
た
め
に
帰
化
植
物

の
侵
入

が
見
ら
れ
、
法
面
保
護
の
た
め
に
植
栽
さ
れ
た
移
入
帰
化

植
物
が
定
着
し
、
在
来
種
の
侵
入
を
阻
害
し
て
い
る
。

次
は
公
園
管
理
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
現
在
は

[
八

ケ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
公
園
計
画
」

「美
ケ
原
台
上
保

護
利
用
計
画
」
に
基
づ
い
て
公
園
管
理
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
不
備

・
不
徹
底

・
計
画
自
体
の
誤
り
な
ど
に
よ
り

様
々
な
問
題
点
を
生
じ
て
い
る
。

計
画
に
は
美
ケ
原
の
自
然

・
景
観
の
復
元
を
含
む
、
将

来
像
に
関
す
る
内
容
が
見
ら
れ
な
い
。
草
原
管
理
に
つ
い

て
は
基
本
方
針
で

「放
牧
地
の
適
正
な
管
理
と
適
正
な
放

牧
に
よ
り
草
原
景
観
の
維
持
、
育
成
を
図
る
」
「草
原
の
荒

廃
が
甚
だ
し
い
の
で
こ
れ
ら
植
生

の
回
復
を
早
急
に
図
る
」

と
し
、
計
画
目
標
の
中
に

「植
生

の
回
復
」
と
い
う
文
言

が
何
回
も
見
ら
れ
る
が
、
旦
ハ体
的

に
ど
の
よ
う
な

「緑
」

を
回
復
さ
せ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
そ
の
曖

昧
さ
が
台
上
に
外
国
産
牧
草
の
播
種
を
許
す
原
因

に
な
っ

て
い
る
。
美
ケ
原
の
植
生
は
遷
移
の
途
中
相

で
あ
る
。
厳

し
い
環
境
で
遷
移
の
進
行
が
遅
い
と
は
言
え
、
放
置
す
れ

ば
や
が
て
森
林
化
し
て
く
る
の
だ
が
、
こ
れ
へ
の
対
応
策

も
認
め
ら
れ
な
い
。
美
ケ
原
が
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
た

め
の
方
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
点
が
問
題
で
あ
る
。

現
在
台
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
管
理
道
路
は
、

一
般
車

両
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
テ
ル
の
送
迎
バ
ス

が
観
光
案
内
を
し
な
が
ら
恒
常
的
に
利
用
し
、
物
資
搬
入

業
者
も
ま
た
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
。
開
山
祭
に
際
し
て

は
行
政
と
報
道
関
係
の
車
が
列
を
な
し
て
侵
入
し
、
美
し

の
塔
周
辺
で
は
管
理
道
路
が

一
時
的
に
駐
車
場
と
さ
れ
て

い
る
。
計
画
の
中
で
は
遊
歩
道
の
整
備
に
触
れ
ら
れ
て
い登山道と二次開発が進む、 ビーナスライン終点
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な
が
ら
、
実
際
に
は
、
案
内
板
も
朽
ち
果

て
、

「歩
か
な

く
な

っ
た
」
た
め
に
遊
歩
道
が
し
だ
い
に
失

わ
れ

つ
つ
あ

る
。訪
客
数

(年
間
約
二
〇
〇
万
人
)
は
自
然
保
護
や
景
観

問
題
に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
美
ケ
原
は
ビ
ー

ナ
ス
ラ
イ
ン
開
通
に
よ
り
明
ら
か
に
オ
ー
バ

ー
ユ
ー
ス
と

な

っ
て
お
り
、
車
の
量

・
訪
客
者
と
も
に
美
ケ
原
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー
を
越
え
て
し
ま

っ
て
い
る
。
ビ

ー
ナ
ス
ラ
イ

ン
開
通
に
よ

っ
て
利
用
促
進
に
は

つ
な
が

っ
た
が
、
自
然

保
護

・
景
観
保
護
の
観
点

に
は
明
ら
か
に
逆
行
し
て
い
る
。

七
、
ま
と
め
に
か
え
て

一
九
九
四
年
十
月
、
大
石
武

一
元
環
境
庁
長
官
は
、
本

会
の
要
請
に
応
じ
て
二
十
三
年
ぶ
り
に
美
ケ
原
を
訪
れ
た
。

霧
ケ
峰
か
ら
美
ケ
原
に
か
け
て
の
現
状
を
見

た
後
の
セ
ミ

ナ
ー
で
そ
の
思
い
を
話
さ
れ
た
。
そ
の
折
に

で
語
ら
れ
た

言
葉

で
ま
と
め
に
か
え
た
い
。

「山
と
い
う
の
は
歩
く
た
め
に
あ
る
。
自

然
に
接
し
た

い
か
ら
訪
れ
る
。
目
先

の
こ
と
に
と
ら
わ
れ

て
国
民
の
財

産
を
壊
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
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